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東京湾の青潮発生状況（2007年）

飯村 晃 小林広茂 小倉久子

１ はじめに

東京湾では陸域からの汚濁負荷に加えて，植物プ

ランクトンの発生などの内部生産により，夏季の成

層期には底層水が貧酸素化しやすい。湾奥部では北

東風の連吹，気温の低下等の気象条件により，その

貧酸素化した底層水が湧昇することにより青潮が発

生する。

近年，赤潮の発生割合も 年続けて年間 を下4 30%
回っている など，東京湾の水質は徐々に改善され１）

る傾向にあるが，貧酸素水塊の解消には至らず，近

。年でも のように毎年数回の青潮が発生している表１

年には に示したように青潮が 回発生2007 3表２

（局所規模は含まず）したので，その青潮現場調査

の結果を中心に報告する。

２ 調査方法

おもな青潮発生時には水質調査船「きよすみ」で

発生海域に出向き目視により発生範囲を確認すると

ともに，多項目水質測定装置による水温，塩分，溶

存酸素量（ ，酸化還元電位（ ）等の水質鉛DO ORP）

直分布の測定を行った。東京湾奥部の海岸線や指標

となる地点を に示した。図１

３ 調査結果

３・１ 9月2日～9月4日の青潮

月 日より養老川河口から千葉中央港，稲毛沖，9 2
幕張沖にかけて青潮が確認された。 日には養老川か3
ら千葉中央港にかけては徐々に回復していったが，

変色域は西に拡がり，茜浜沖，船橋港，市川港付近

に及んだ。

日の船橋港の水質鉛直プロファイルを に示3 図２

す。溶存酸素量は表層から 未満で，酸化還0.1mg/L

0.9元電位は表層から負の値を示していた。透明度は

で，濁度は表層が最も高く， 付近まで深さにつm 2m
れて急激に減少していた。

この青潮発生前の 月 日夕刻から断続的に北系8 28
の風が吹いており，表層水が沖に流されるのに伴っ

て底層の無酸素水が湧昇したものと思われる。

３・２ 10月1日～10月2日の青潮

月 日に船橋港内で青潮発生の報告があり，当10 1
日午後 時までに船橋航路７，８番ブイの北側まで1

表１ 最近10年間の青潮発生状況

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007年

4 2 3 4 3 2 1 6 1 3回数

図１ 東京湾奥部

表２ 2007 年 青潮発生状況

発生日 発生状況（最大時） 漁業影響等

養老川河口～千葉中央港～ 漁業被害は9/2

稲毛沖～幕張沖～茜浜沖～ 報告なし～9/4

船橋港～市川港

船橋港内～船橋航路 漁業被害は10/1

報告なし～10/2

千葉中央港内，幕張沖～茜 漁業被害は10/16～

浜沖～船橋航路～船橋港， 報告なし10/18

浦安沿岸
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拡がった。翌 日， 時 分～ 時には消失を確2 9 30 10
認した。

３・３ 10月16日～10月18日の青潮

，10 16月 日に千葉中央港内と幕張沖から船橋航路

船橋港内にかけて青潮を確認した。 日には幕張沖16
の変色域は幕張沿岸から 程度であったが， 日3km 17
には沿岸から 程度に拡大し，さらに浦安沿岸で4km

。 ， ，も発生した 日には茜浜沖 浦安沿岸では消失し18
船橋航路付近の変色域も薄くなっていたが，千葉中

19央港内，船橋港内では継続していた。この青潮は

日には消失した。

日の船橋港内の水質鉛直プロファイルを に16 図３

。 ，示す 溶存酸素は表層から 未満であったが0.4mg/L
酸化還元電位は表層ではプラスの値を示し， 付4.2 m
近でマイナスに転じた。水温は表層から下層までほ

とんど変化していなかった。同じ地点の 月 日の9 3
青潮時の鉛直プロファイル（ ）と比べると，水図２

温躍層が存在せず，海水がほとんど完全に上下に混

合していることがわかる。

３・４ 局所規模の青潮

上記の青潮の他に， 月 日に船橋港内で海水の9 25

変色が観測されたが，継続時間も短く，局所的であ

った。

４ まとめ

年の青潮発生回数は 回であった。漁業被害2007 3
の報告はない。
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図２ 9月3日船橋港の水質鉛直プロファイル 図３ 10月16日船橋港の水質鉛直プロファイル


